
今
回
の
東
日
本
大
震
災
、
特
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
は
、
日
本
全
国
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
に
大
き
な
波
紋
が
広
が

り
ま
し
た
。

事
故
か
ら
１
０
０
日
以
上
が
経
っ
た
今
も
収
束
の
道
筋
が
見
え

ず
、
そ
れ
と
同
時
に
全
国
か
ら
「
脱
原
発
」
を
訴
え
る
声
が
相
次

い
で
上
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
米
原
市
も
敦
賀
原
発
か
ら
決
し
て
遠
く
な
い
位
置
に

あ
り
、
安
全
な
発
電
事
業
の
運
営
を
望
む
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
「
脱
原
発
」
の
影
響
か
ら
、
日
本
の
電
力
会
社
の
中

で
も
原
発
依
存
度
が
最
も
高
い
関
西
電
力
管
内
に
お
い
て
も
、
東

京
電
力
管
内
と
同
じ
15
％
の
節
電
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
々
は
、
便
利
で
快
適
な
生
活
を
際
限
な
く
求
め
、
む
や
み
に

電
気
や
水
、
化
石
燃
料
を
消
費
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

原
発
に
頼
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
転
換
を
図
る
に
は
、
産
業
経

済
の
発
展
や
生
活
水
準
の
維
持
と
並
行
し
て
議
論
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
を
後
世
へ
と
つ
な
い
で
い

く
た
め
、
今
回
の
震
災
を
契
機
に
、
一
人
ひ
と
り
が
経
済
優
先
の

生
き
方
や
利
便
性
だ
け
を
追
求
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
考
え

直
す
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
７
月
１
日
記
）

まちづくり団体が元気に交流
6月26日、近江公民館で「米原みらい創造ま

ちづくり交流会2011」が開催されました。

交流会では、地域創造会議の補助金を活用し

て特色を活かしたまちづくりに取り組まれてい

る団体から活動事例が発表されたほか、彦根市

のまちづくり団体を交えた意見交換会も行われ

ました。
参加者からは「地域の発展や事業の継続を考

えると、雇用を創出するようなまちづくり活動

のあり方を検討する必要があるのでは」といっ

た意見が出され、自立した活動を展開する上で

の課題などについて、熱心に議論されました。
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また、会場のロビーには各団体の活動を紹介

するパネルが展示されており、それらを前に新

たな出会いと交流が生まれていました。

商工会で被災地の特産品を販売
米原市商工会では、下多良の米原本所と長岡

の東部支所の2か所で、東日本大震災の被災地で
ある福島・宮城・岩手などから取り寄せた特産
物を販売されています。
これは被災地の経済支援を目的としたもので、

商工会の会員でない方も気軽に購入できること
になっています。物品の販売は9月頃まで続きま
すので、ぜひ魅力的な現地の特産品を購入して、
被災地の復興を応援しましょう。




